















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































iii:>､完 ⑤④54％ ①ｑリ⑤3１ 2％7％ i愚Pf三三己）③20.④ ②226％ Ｆｉｇ５２
暖冬の年における気温の逆転および斜面の温暖帯の発生頻度(198812～19892）
１９８８１２月
合計:３１
19891月
合計:３１
①⑤1６ ①
,９０ ％ ②
19.4％蕊） iii麺⑤51.6％④194 9.7％②226％
計(90日）
合計:９０①
１６．７％
19892月
①7.1％ ②
％
④7.1％ ⑤467％ ②
17.8％つ
⑤７ ％Ｆｉｇ５３
①□;1ili髭liUil溌間/SCC未満であ叺寄居と秩父の温度差が一晩中
②[。:驚忠|;'１１雛6((雪9棗蝿：蕊昏と秩父の温度差が次第に
③鰯:瀞蝋瀦八°Ｃ未満であり雛と秩父の温度差が一晩中
④□:葵熱辮ii灘蔽璽剛露と秩父の温度差が次第に
⑤図襄鶇:;IEllI連が2,ﾊﾟc以上､または寄居と秩父の温度差が30℃
図５寒冬年（1983年)、暖冬年（1988年）における冬季の気温逆転および斜面温暖帯の発生頻度
－４６－
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